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女
性
の
が
ん
検
診
の
重
要
性
を
訴
え

る
事
業
を
展
開
さ
せ
る
べ
き

【
問
】
近
年
、
女
性
の
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
環
境

整
備
の
推
進
や
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
毎
年
３
月
の
「
女
性
の
健
康

週
間
」
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う

等
の
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
都
と
連
携
し
て
無
料
誌
や

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
等
、
情
報
が

行
き
届
く
工
夫
を
し
、
受
診
率
の
向

上
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
「
女
性
の
健
康
週
間
」
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
特
別
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
予
定
は
無
い
が
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
健
康
づ
く
り
の

情
報
を
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
都
と
の
連
携
や
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
イ
ベ
ン
ト
・
広
報
誌
等
を
活
用

し
、
検
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
層

の
普
及
啓
発
に
努
め
、
受
診
率
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
せ
よ

【
問
】
都
は
本
年
４
月
よ
り
、
乳
児

の
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
独
自
支
援
を
開
始

し
た
。
区
も
、
都
と
連
携
し
、
助
成

制
度
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
実

績
が
積
み
重
な
っ
て
き
た
の
で
、
発

売
前
の
課
題
は
徐
々
に
解
消
し
つ
つ

あ
る
と
認
識
す
る
。
副
反
応
等
の
状

況
を
今
後
さ
ら
に
見
極
め
な
が
ら
、

都
と
連
携
し
助
成
を
検
討
し
て
い
く
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
創
出
せ
よ

果
を
あ
げ
て
い
る
。
当
区
は
福
祉
ニ

ー
ズ
も
多
く
、
専
門
窓
口
の
設
置
を

国
に
要
望
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

で
も
、
同
機
能
を
持
つ
「
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
」
を
、
今
年
８
月
を
目
途

に
設
置
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

効
果
的
な
介
護
予
防
策
を
問
う

【
問
】
認
知
症
予
防
の
た
め
に
も
、

口
腔
機
能
の
向
上
は
大
切
で
あ
る
。

啓
発
・
指
導
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

等
、
積
極
的
に
意
識
改
革
を
行
う
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
て
も
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
場
所
が
無
く
、
な
か
な
か
事
業
が

進
ま
な
い
現
実
が
あ
る
。
親
し
み
や

す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
誰
で
も
気
軽

に
参
加
し
、
継
続
で
き
る
流
れ
を
作

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
個
食
の
た
め
か
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
欠
き
や
す
い
。
今
後
の
栄
養
改
善

へ
の
考
え
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

【
福
祉
】
よ
り
多
く
の
方
に
口
腔
ケ

ア
の
重
要
性
を
認
知
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
介
護

予
防
事
業
参
加
者
等
に
歯
ブ
ラ
シ
等

の
配
布
も
検
討
し
て
い
く
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
「
パ
ー

ク
で
筋
ト
レ
」
の
よ
う
に
、
分
か
り

や
す
く
抵
抗
感
の
無
い
ネ
ー
ミ
ン
グ

の
事
業
と
し
て
、
参
加
し
や
す
い
環

境
で
実
施
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。 　

ま
た
、
今
後
は
介
護
予
防
事
業
参

加
者
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
等
、
栄
養
改
善
を
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
く
。

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
布

し
、
高
齢
者
に
安
全
・
安
心
を
！

【
問
】
都
内
の
あ
る
自
治
体
で
は
、

医
療
情
報
を
入
れ
た
容
器
、
通
称
「
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
高
齢
者
世

帯
に
配
布
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。

当
区
で
も
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
既
に
実
施
し
て
い
る
自
治

体
の
状
況
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

東
京
消
防
庁
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

機
関
と
の
連
携
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
、
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

積
極
的
に
幼
児
教
育
を
行
う
べ
き

【
問
】
幼
児
期
の
発
育
が
、
思
春
期

の
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
等
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
区
は
、
就
学
前
の
子
ど
も

へ
の
保
育
や
教
育
機
能
の
さ
ら
な
る

充
実
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
区
は
、
幼
保
小

連
携
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
進
級

す
る
小
学
校
に
慣
れ
る
た
め
、
さ
ら

に
子
ど
も
同
士
の
交
流
が
図
れ
る
よ

う
、
具
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
昨
年
か
ら
「
基
本
的
な

生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
」
を
重

点
施
策
と
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
遊
び
や
体
験
を
重
視
し
た

保
育
内
容
を
提
供
し
、
た
く
ま
し
く

生
き
抜
く
力
の
基
礎
を
育
ん
で
い
く
。

　

保
育
園
・
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ

の
円
滑
な
移
行
は
重
要
で
あ
る
。
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
成

果
の
あ
っ
た
体
験
給
食
の
実
施
園
を

増
や
す
等
、
さ
ら
に
幼
保
小
の
連
携
、

交
流
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
部
活
動
は
、
生
徒
の
個
性
や

豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
う
え
で
重

要
な
教
育
活
動
で
あ
る
が
、
教
員
の

異
動
等
で
廃
部
や
、
指
導
で
き
る
顧

問
が
少
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
う
。

都
は
、
今
年
度
か
ら
外
部
指
導
員
の

報
償
費
補
助
を
開
始
し
た
が
、
当
区

も
こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
教
育
指
導
】
こ
れ
ま
で
区
費
で

��4

の
部
活
動
に
延
べ

�38
名
の
外
部
指
導

員
を
活
用
し
て
い
る
が
、
併
せ
て
こ

の
都
補
助
制
度
を
十
分
に
活
用
し
、

外
部
指
導
員
の
積
極
的
な
導
入
に
努

め
て
い
く
。

日
本
共
産
党

　

さ
と
う　

純
子　

議
員

【
問
】
①
本
年
度
か
ら
「
み
ど
り
と

公
園
推
進
室
」
が
開
設
さ
れ
た
。
緑

の
あ
る
空
間
や
、
豊
か
な
自
然
環
境

は
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る

が
、
区
民
が
実
感
で
き
る
具
体
的
な

取
り
組
み
を
伺
う
。

　

ま
た
、
②
垳
川
の
ヘ
ド
ロ
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
終
了
区
域
に
水
生
植
物
を

植
え
る
等
、
目
に
見
え
る
改
善
策
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

【
み
ど
り
】
①
今
年
度
創
設
し
た
「
緑

の
基
金
」
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

垳
川
周
辺
の
特
別
景
観
形
成
地
区
へ

の
支
援
、
専
門
家
を
派
遣
し
構
造
上

安
全
な
屋
上
緑
化
を
進
め
る
等
、
民

間
へ
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
土
木
】
②
今
後
の
垳
川
の
環
境
向

上
の
た
め
、
綾
瀬
川
か
ら
の
本
格
的

な
通
水
に
加
え
、
水
質
浄
化
に
寄
与

す
る
水
生
植
物
を
植
え
る
等
、
緑
の

創
出
が
重
要
と
考
え
る
。
国
、
都
、

埼
玉
県
、
八
潮
市
と
の
五
者
協
議
会

の
中
で
具
体
策
を
提
案
し
て
い
く
。

さ
ら
な
る
教
育
改
革
の
実
を
あ
げ
よ

【
問
】
①
学
校
評
価
制
度
や
学
校
自

由
選
択
制
度
の
導
入
等
、
教
育
改
革

の
取
り
組
み
も
本
年
度
で
�0
年
を
迎

え
た
が
、
社
会
環
境
等
の
変
化
の
中

で
、
時
代
に
即
し
た
改
善
を
臨
む
声

も
あ
る
。
さ
ら
に
改
革
の
実
を
あ
げ

る
た
め
、今
後
取
り
組
む
課
題
は
何
か
。

　

ま
た
、
②
区
内
に
開
学
予
定
の
帝

京
科
学
大
学
や
東
京
電
機
大
学
等
と
、

教
育
関
連
の
連
携
を
今
後
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

【
教
育
長
】
①
現
在
の
課
題
は
「
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
」
を
育
む
た

め
の
基
礎
・
基
本
的
な
学
力
の
定
着

と
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
・
体
験
事

業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
今
年
度
は
、
副
担
任
講
師
制
度

や
あ
だ
ち
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
等
、

小
学
校
１
年
生
や
４
年
生
を
対
象
と

し
た
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

【
学
校
教
育
】
②
現
在
、
あ
だ
ち
キ
ッ

ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
等
の
選
定
委
員
会
に

参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、

第
２
回
「
あ
だ
ち　

子
ど
も　

も
の

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参
加
を
促

す
と
と
も
に
、
帝
京
科
学
大
学
に
つ

い
て
は
、
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
と
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
達
が
動

物
に
触
れ
な
が
ら
生
命
の
不
思
議
に

つ
い
て
学
ぶ
等
、
学
生
レ
ベ
ル
で
の

連
携
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
。

区
立
中
学
校
の
部
活
動
に
外
部
指
導

員
の
積
極
導
入
を
図
る
べ
き

待
機
児
数
、
待
機
者
数
に
見
合
っ
た

施
設
整
備
計
画
を
た
て
よ

【
問
】
区
保
育
所
の
待
機
児
数
は
昨

年
の
２
倍
以
上
の

4�8
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
は
３

千
人
を
越
え
年
々
増
加
し
て
い
る
。

待
機
児
数
、
待
機
者
数
に
見
合
っ
た

施
設
整
備
計
画
を
た
て
、
事
業
の
前

倒
し
等
区
民
要
望
を
実
現
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
緊
急
待
機
児
対
策
と
し

て
、
認
可
保
育
園
の
新
設
及
び
半
年

前
倒
し
開
設
、
３
カ
所
の
東
京
都
認

証
保
育
所
開
設
等
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

【
福
祉
】
特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
度
ま
で
に

250
床
の
増
床
を

予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
協
議
か
ら
開
設
ま
で
最
短

で
も
３
年
以
上
を
要
す
る
の
で
、
そ

の
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
と
連
携
し
十
分
に
検
討
し
て

い
く
。

中
小
零
細
企
業
に
対
す
る
支
援
を

【
問
】
中
小
企
業
の
仕
事
の
結
果
は
、

そ
の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
大

き
い
。
区
は
中
小
零
細
企
業
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
支
援
す
る
自
治
体
の
役
割

は
大
き
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
区
内
中
小
企
業
は
、

地
域
経
済
や
地
域
社
会
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
雇
用
促
進
や
地
域
の
活

性
化
の
た
め
、
経
営
力
、
技
術
力
の

さ
ら
な
る
向
上
へ
の
支
援
が
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
に
対
す
る
資
金

調
達
支
援
、
経
営
相
談
、
創
業
・
起

業
家
の
育
成
に
力
を
注
い
で
き
た
が
、

今
日
の
極
め
て
厳
し
い
社
会
経
済
情

勢
を
乗
り
切
り
、
経
営
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ら
に
支

援
を
強
め
て
い
く
。

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
参
加
を

駅
前
に
も
の
づ
く
り
展
示
を

【
問
】
地
域
産
業
活
性
化
の
た
め
に

各
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

の
ひ
と
つ
に
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
タ
ス
ク
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る
。
台
東
区
、

荒
川
区
、
墨
田
区
、
葛
飾
区
の
４
区

が
共
同
し
、
地
域
の
企
業
や
大
学
、

研
究
機
関
、
人
材
等
、
多
様
な
資
源

を
組
み
合
わ
せ
、
活
用
す
る
事
業
を

推
進
し
て
き
た
。
区
も
積
極
的
に
参

加
し
「
も
の
づ
く
り
」
を
支
援
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
「
も
の
づ
く

り
」
の
展
示
を
、
駅
前
等
の
人
が
集

ま
る
と
こ
ろ
で
事
業
者
の
意
見
を
聞

き
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
タ
ス
ク
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成

2�
年
度
か
ら
参
加
し
、
他
４
区
と
協

足
立
の「
も
の
づ
く
り
」に
支
援
を
！

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クづ

く
り
を
！

法務、危機管理、みどり（＝みどりと公園推進）、鉄道立体（＝鉄道立体推進）、会計管理、教育指導 ･･････ 各室長　　　　　　　　教委長 ･･･ 教育委員会委員長

用
語

解
説

＊
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
イ
ベ
ン
ト
…
乳
が
ん
の
早
期
発
見
等
の
重
要
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
え
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト


